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磁性粒子は医療応用のために使用され研究なされている。磁気を利用したバイオセンシン

グのために、磁気ラベルの研究がなされており、ラベル検出において交流磁場に対する液体

中での磁性粒子の応答が利用されている。その粒子の応答は粒子の流体力学的径に依存し

ている。従って粒子の凝集によって、凝集した粒子群の流体力学的径は変化する。つまり、

磁気に対する応答が変化する。本研究では磁気ラベルである磁性粒子の高感度な検出のた

めに高調波信号に着目した。高調波信号はある周波数において極小を持つ。その周波数は粒

子の緩和時間に対しに依存する。その値は粒子の緩和時間の分布に依存する。従って極小の

変化を利用することにより磁性流体中の性質を知ることができる。本研究では体液中のイ

オンセンシングへの応用を目的として、イオン濃度の変化に対する高調波信号応答を調べ

た。高調波信号の極小はイオン濃度の変化と共に変化した。従って、磁性粒子はイオン濃度

により粒子間の反発力が低下することで凝集し、凝集による流体力学的径の変化とその分

布が高調波信号の極小の変化として表れたことを示した。すなわち高調波信号の極小の変

化を用いる方法は液体中でのバイオセンシングのために応用することが可能であることを

明らかにした。 


